
　本ビジョン策定の前提として実施した、上位計画・関連計画の整理、塩竈市を取り
巻く環境変化、観光の現状、観光客アンケート調査、市内関係者のヒアリング調査、
市外旅行会社のヒアリング調査、地域資源の整理と磨き上げ（ワークショップ）など
を踏まえて、塩竈市観光の課題と対応の方向性を整理しています。

（１）国内旅行の状況
　2016（平成28）年に国内宿泊旅行に行った人数は延べ3億2,566万人（前年比4.0%増）、国内
日帰り旅行は延べ3億1,542万人（前年比8.1％増）となりました。

わが国の観光動向と国の取組み

第 2章　塩竈市の観光を取り巻く現状と課題

国内宿泊旅行延べ人数、国内日帰り旅行延べ人数の推移

資料： 観光庁「平成29年版観光白書」
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31,053 29,788

31,299
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観光庁の平成29年版観光白書から、国の観光に対する取り組みを整理しました。
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　2016（平成28）年の国内旅行消費額については、前年比で2.5％増加し20.9 兆円でした。

国内旅行消費額の推移

資料：観光庁「平成29年版観光白書」
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（２）東北地方の観光の状況
　観光客中心の宿泊施設の日本人延べ宿泊者数については、全国では、2010（平成22）年を
基準値100として指数化した場合、2011（平成23）年には95.1まで低下しましたが、2012（平成
24）年には 99.0にまで回復し、それ以降は震災前の 2010（平成22）年の水準を上回っていま
す。これに対し、東北計、3県計（岩手県・宮城県・福島県）は、2011（平成23）年に80台にまで低
下し、2016（平成28）年においても、それぞれ83.6、83.0と80台前半で推移しています。

観光客中心の宿泊施設の日本人延べ宿泊者数
（2010（平成22 年） を100とした指数の推移）

全国 東北計 3県計

青森 岩手
秋田 山形

宮城
福島

60.0
65.0
70.0
75.0
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110.0

2016201520142013201220112010

60.0
65.0
70.0
75.0
80.0
85.0
90.0
95.0
100.0
105.0
110.0

2016201520142013201220112010

資料：観光庁「平成29年版観光白書」」
注１：従業員10人以上で観光目的の宿泊者が50％以上の宿泊施設の実績を使用。
注２：2016（平成 28 年） の数値は速報値。
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（３）訪日旅行の状況
　2016（平成28）年の訪日外国人旅行者数は、過去最高であった2015（平成27）年の1,974万
人をさらに上回り、2,404万人（対前年比21.8％増）となり、4年連続で過去最高を更新しまし
た。

　訪日外国人旅行者による日本国内における消費額は、2012（平成24）年以降急速に拡大し、
2016（平成28）年には前年比7.8%増の3兆7,476億円となりました。

 5 　2016 年（平成 28 ） ４月14日より、熊本県から大分県にかけて発生した一連の地震
 6 　 LCC（Low Cost Carrier）とは、低コストかつ高頻度の運航を行うことで低運賃の航空サービスを提供する航空会社の

ことである。

訪日外国人旅行者数の推移
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資料：観光庁「平成29年版観光白書」

訪日外国人旅行者による消費の推移
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資料：観光庁「平成29年版観光白書」
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（4）新たな観光ビジョン
　政府は、『観光先進国』への新たな国づくりに向けて、2016（平成28）年3月30日、『明日の日
本を支える観光ビジョン構想会議』（議長：内閣総理大臣）において、新たな観光ビジョンを策定
しました。

① 視点1 観光資源の魅力を極め、地方創生の礎に
　■「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、そして世界に開放
　　̶ 「技」の粋がつくされた日本ならではの空間を世界に ̶
　■「文化財」を、「保存優先」から観光客目線での「理解促進」、そして「活用」へ
　　̶ 「とっておいた文化財」を「とっておきの文化財」に ̶
　■「国立公園」を、世界水準の「ナショナルパーク」へ
　　 ̶ 世界中から休日を過ごしにくる上質感あふれる空間に ̶
　■おもな観光地で「景観計画」をつくり、美しい街並みへ
　　̶ ひと目見れば忘れない、ひと目見ただけで場所がわかる景観に ̶

② 視点2 観光産業を革新し、国際競争力を高め、我が国の基幹産業に
　■古い規制を見直し、生産性を大切にする観光産業へ
　■あたらしい市場を開拓し、長期滞在と消費拡大を同時に実現
　■疲弊した温泉街や地方都市を、未来発想の経営で再生・活性化

③ 視点3 すべての旅行者が、ストレスなく快適に観光を満喫できる環境に
　■ソフトインフラを飛躍的に改善し、世界一快適な滞在を実現
　■「地方創生回廊」を完備し、全国どこへでも快適な旅行を実現
　　̶ 隅から隅まで日本の旅を楽しめるように ̶
　■「働きかた」と「休みかた」を改革し、躍動感あふれる社会を実現
　　̶ 国民一人ひとりが「仕事も」「休日も」楽しめるように ̶　　
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（１）第3期みやぎ観光戦略プラン
　第3期みやぎ観光戦略プランは計画期間を2014（平成26）年度から2017（平成29）年度とし
て、2014（平成26）年度3月に策定されています（2018（平成30）年度から第４期みやぎ観光戦
略プランが開始予定）。

●基本方針
　沿岸部の観光振興と交流人口の拡大による地域の活性化
●具体的な取組
　①沿岸部の観光資源の再生と積極的な誘客
　②訪日外国人旅行者の回復
　③ LCC就航や仙台空港民営化などを契機とした東北が一体となった広域観光の充実
　④観光消費効果の高い県外などからの誘客強化
　⑤観光資源の魅力の向上と観光客受入態勢の整備拡充

　塩竈市の観光振興ビジョンに関連する宮城県の観光計画として、第3期みやぎ観光戦略プラン
と、松島湾ダーランド推進計画を取り上げて整理しました。
　これらの上位計画では、エリア全体の魅力を強化して、広域観光を推進するとともに、県外客や
訪日外国人旅行者を誘致し、市町間が連携して取り組んでいくこととしています。

宮城県の上位計画の整理2

松島島巡り観光船「第三仁王丸」

12



（２）松島湾ダーランド推進計画
　本計画は、松島湾ダーランド構想を具現化し、関係する市町と宮城県が連携して広域観光に取
り組み、魅力の再発見・再構築を図るとともに、日本三景を超える「世界の松島湾」として国内外
からの誘客増を目指し、地域の活性化に寄与するための計画です。

●計画の対象地域
　本計画の対象地域は、松島湾エリアの３市３町（塩竈市、多賀城市、東松島市、松島町、七ヶ
浜町、利府町）としています。
●計画の目標年次
　本計画は、長期の将来像を掲げて、その達成を目指すが、当面の具体的な施策、事業につい
ては、2016（平成28）年度を初年度とし５年間で成果をあげることを目指しています。
●計画推進の担い手
　本計画の実現は、行政だけで進められるものではなく、観光関連事業者や関係団体、地域住
民が、それぞれの立場で出来ることを積極的に取組むとともに、協力・連携して推進することと
しています。
●基本理念
　世界に誇れる松島湾ダーランドの創造
●事業体系
　①エリアの魅力強化
　②市町間の連携強化
　③誘客力の強化
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3-1. 第5次長期総合計画における観光の取組み
　塩竈市は第5次長期総合計画において、観光の取組みを以下のように整理しています。基本
構想と基本計画の計画期間は2011（平成23）年から2020年の10か年です。

塩竈市の上位計画・関連計画の整理

＜塩竈市第5次長期総合計画より＞
第2編　海・港と歴史を活かすまち
　第2章　観光と交流のまちづくり

施策体系

「魚のまち」「寿司のまち」「地酒のまち」「スイーツのまち」「藻塩のまち」として、さらなる地
域資源の発掘や産業間の連携によって、“おいしさ”などの新たな観光資源の創出を推進し
ます。
港奥部の海辺空間や歴史的なまちなみを生かした新たな観光スポットの創出を図ります。
個人旅行者向けの観光企画を展開し、日常的な観光客の集客に取り組みます。
訪日外国人旅行者の集客を推進するため、受け入れ体制の充実を図ります。

①

②
③
④ 

①

②

①

まち全体が一体となって来訪者を笑顔でもてなすとともに、来訪者が笑顔で満喫できる観
光サービスの提供に努めます。
海や“みなと”、門前町のたたずまいを生かしながら、魅力ある観光拠点づくりに努めます。

周辺市町や東北の代表的な観光地との広域的な連携によって、質の高い観光の展開と
交流人口の拡大を図ります。

（２）笑顔でもてなす体制の充実

（３）広域観光の推進

3

 第1節　都市観光の推進
（１）観光資源の創造と情報発信の推進

第1節　都市観光の推進

第2節　魅力のある都市空間の形成

（１）観光資源の創造と情報発信の推進
（２）笑顔でもてなす体制の充実
（３）広域観光の推進

（１）中心市街地の再生
（２）都市景観の整備

14



第2節　魅力ある都市空間の形成

鹽竈神社から港までの都市軸において、回遊性の高い都市空間整備を進めるとともにそ
の活用を図ります。
市民や観光客が海に触れ合う拠点として、港奥部の親水空間整備を推進します。
“コンパクトなまち”を生かし、都市機能が集積する中心市街地へのまちなか居住を促進
し、中心部のにぎわい再生に取り組みます。

①

②
③

①

②

歴史や文化を生かし、門前町の風情を醸し出すまちなみ形成を図るとともに、市民協働に
よる景観ネットワーク整備を推進します。
来訪者に親切な誘導標識などの整備に努めます。

（２）都市景観の整備

（１）中心市街地の再生

指標名

観光客入込数

まちなか歩行者数

「塩竈みなと祭」の
入込客数

観光拠点数

基準値（2009（平成 21）年）

219万人

7,783人

14.2 万人

3箇所

　　　　　　今後の方向性

仙台を訪れた観光客が本市まで足を延
ばしたくなるような多様な観光資源の開
発やおもてなしを展開し、観光客を増加
させていきます。

今後、中心市街地の歴史的なまちなみや
“みなと”の魅力を生かしながら回遊性
を高め、歩行者数を増やしていきます。

「日本三大船祭り」の一つとして、県外
からの観光客誘致に努め、入込客数を
増加させていきます。

鹽竈神社、塩釜水産物仲卸市場、マリン
ゲート塩釜の他にも、年間10万人以上訪
れる観光拠点を増やしていきます。

代表的な指標
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3-2. 第5次塩竈市長期総合計画の中間総括

①代表的な指標の実績

2017（平成29）年3月に取りまとめられた第5次長期総合計画の中間総括において、実績と評価
などを以下のように整理しています。

都市観光による交流人口のさらなる拡大に向けて、観光振興ビジョンの策定やインバウンド資
源発掘・プロモーション事業の展開により、ターゲットのニーズに合わせた観光資源の発掘と磨
き上げを図ることが求められています。

旧ゑびや旅館や杉村惇美術館が、震災後に新たな観光スポットとして創出され、現在は新魚市
場や北浜緑地護岸などのベイエリアの整備も進められていることから、まちなか回遊観光ルー
トの新たな観光スポットとしての活用が求められています。

NPOボランティアガイドや商店主によるガイドツアーの強化を進める一方で、まち全体が一体
となって笑顔で観光客をもてなす意識醸成を図るための取り組みが求められています。

広域的な観光連携によって、修学旅行などの教育旅行の誘致やインバウンド向け観光ルートの
開発を推進することが求められています。

（１）前期5か年における実績及び評価

（２）今後の課題と方向性
【第１節 都市観光の推進】

指標の実績は、下表のとおりです。（達成指標には★マーク）

観光客入込数

まちなか歩行者数

「塩竈みなと祭」の
入込客数

観光拠点数

基準値

219万人

7,783人

14.2万人

3箇所

2011（H23）

133万人

ー

2.3万人

3箇所

2012（H24）

194万人

ー

7.6万人

3箇所

2013（H25）

223万人

ー

8.5万人

3箇所

2014（H26）

227万人

6,912人

6.9万人

3箇所

2015（H27）

★221万人

ー

9.1万人

★3箇所

指標名
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回遊性の高いまちの形成を目指して、都市再生整備計画事業によって市内４駅周辺の拠点機
能を強化するための交通広場の再整備や、高質化した歩道や歴史観光誘導サインなどの整備
推進に取り組んできましたが、今後は“コンパクトなまち”を生かし、都市機能が集積する中心
市街地へのまちなか居住の促進により中心部のにぎわい再生に取り組む必要があります。

みなとまち・門前町の景観を未来につなぐため、景観計画を策定し、より誘導性の高い具体的
なアクションプランの策定に取り組んでおり、今後は歴史的建造物の維持修繕を図るうえで、
国の補助制度の活用が必要です。

今後は、現景観条例を景観法に基づいて改正し、歴史的建築物については、実態把握や所有
者の意向を確認しながら、景観重要建造物として相応しいものであるかの調査を推進するとと
もに、建物の修理・修復を支援するため「歴史的風致維持向上計画」の策定を行い、国からの
補助を得ながら、地域資源として生かせるように取り組む必要があります。

【第2節 魅力ある都市空間の形成】

（３）中間報告会におけるキーワード
・観光を通じた産業活性化
・歴史を生かした観光
・地域ブランド力の不足
・魚市場の観光資源化
・日曜日の営業
・鉄道の利便性
・仙台をターゲットに
・SNSなどによる情報発信
・Wi-Fi環境の整備
・ボランティアガイドの支援
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　震災により観光施設などが被害を受け、平成23年4～8月期の市内観光客入込数が対前
年から64.8％も減少するなど観光客が激減しています。

（3）産業・経済の復興
6.復興基本計画

④みなとまち塩竈を体感する観光の再生

■現状と課題

■復興の方向性

1.断続的な余震、風評被害などの影響により、観光客が激減しています。また、震災によっ
てマリンゲート塩釜などの観光施設やＪＲ本塩釜駅などが甚大な被害を受けており、一
部施設で閉店状態にあります。市内の商店・事業所も被害を受けており、復旧に時間を
要しています。
2.大きな集客施設で誘致するという方法ではなく、魅力ある小さな店を育てる方法によっ
て観光客を誘致してきたのが本市の観光であるため、震災前の状態を取り戻すには相当
の時間を要することが懸念されます。

1.正確な復興情報を発信することにより、県内外における観光PRやプロモーション活動を
積極的に推進します。さらに観光資源の掘り起こしと磨き上げに向けた大型キャンペー
ンの活用を推進します。これらと併せて観光施設や商店・事業所等の早期復旧・復興を
推進します。
2.東北観光の玄関口を担うための周辺市町との連携を推進するとともに、観光施設の整備
を促進します。

３-３．塩竈市震災復興計画における観光の取組み
　2011（平成23）年3月11日に発生した東日本大震災により、甚大な被害を受けた塩竈市では、
市民が一日でも早く笑顔と活力を取り戻せるよう、一丸となって復興へ向け本格的に取り組むた
めの塩竈市震災復興計画を、2011（平成23）年12月に策定しました。この計画は、被災した市民
の暮らしとまちの復旧・復興に向けて、その理念及び基本的な考え方を明らかにするものであると
ともに、目指す目標や取り組むべき施策、事業などを示すものです。
　この計画に基づいて本市の復興に本格的に取り組みながら、「第５次塩竈市長期総合計画」や
「塩竈市震災復興計画」に掲げた『まちづくりの目標』や『目指す都市像』の実現を目指します。

塩竈市震災復興計画第6章（3）より抜粋
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（１）国内旅行市場と訪日外国人旅行市場の位置づけが変わりつつある
 　日本人の国内旅行の消費額は、2010（平成22）年以降、約20兆円で横ばいに推移していま
す。一方で、訪日外国人旅行者の消費額は、同年が1.1兆円であったのに対し2014（平成26）年は
2.0兆円まで拡大、2016（平成28）年には3.7兆円に達しています。

（２）列車利用の割合が増加している 
　旅行における交通手段は、2000年代までは自家用車の利用割合が50%以上と高い水準を維
持してきました。しかし、近年では、自家用車の利用割合が低下し、2015（平成27）年には40%
を下回っています。また、目的地までの移動では、レンタカーの利用割合も低い水準のままとなっ
ています。ただし、旅行先での移動では、レンタカーの利用割合は微増しており、2015（平成27）
年には10%を上回りました。一方、旅行における列車の利用割合は増加傾向にあり、目的地まで
の移動、目的地での移動ともに同年には25%を上回っています。

（３）SNSが観光行動に与える大きな影響
　ICTの急進は、2007（平成19）年のAppleのiPhoneに代表されるスマートフォンの登場を契
機とした世界的な動向で、全世帯の64%以上がスマートフォンを所有しています（総務省「平成
26年通信利用動向調査」）。
　また、スマートフォンの普及に合わせてSNSの利用も急速に進んでおり、2010（平成22）年末
に38.8%であったSNS利用率は、2016（平成28）年末には69.3%となりました。こうしたSNS
は、画像と現場での口コミを媒体するものであり、観光との親和性が高く、旅行行動に与える影
響力は強く、スマートフォンを利用してSNSなどで映像を見たことがきっかけで、実際に旅行につ
ながった人が19.7%となっています。

（４）訪日外国人旅行者に対する国民意識 
　世界経済フォーラム（WEF）が観光産業の事業環境を評価している「旅行・観光競争力レポー
トにおいて、わが国の順位は、2007（平成19）年の25位（124カ国中）から2017（平成29）年に
は4位（136カ国中）に上昇しています。
　一方、この競争力の一端として評価項目にあげられている「外国人旅行者に対する国民の姿
勢」は、2007（平成19）年に82位（124カ国中）、同じ評価項目の最新年である2013（平成25）
年で74位（140カ国中。この2013年の総合順位は14位）となっています。2016（平成28）年版観
光白書において掲載している「国家ブランド指数」においても、多くの日本人は「おもてなし」を強
みと考えがちですが、「歓迎されていると感じられるか」「その国に住み、働きたいか」といった項
目の評価は相対的に低くなっており、ハード面を中心とした受け入れ環境整備だけでなく、外国
人旅行者に対する対応というソフト面での取り組みの充実が求められています。

観光を取り巻く環境の変化
　国内の観光を取り巻く環境の変化について、2016（平成28）年度の観光白書から重要な部分を
整理しました。

4
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（５）観光で求めるコンテンツは変わらない
 　1998（平成10）年と2015（平成27）年で希望する国内旅行の種類を比較すると、「温泉旅
行」、「自然観光」、「グルメ」、「歴史・文化観光」、「テーマパーク」に対するニーズが引き続き強
く出ています。上位5位以外のコンテンツを見ると、2015（平成27）年には30項目中22項目で関
心が上昇又は横ばいとなっており、観光客のニーズの多様化の表れの一つと考えられます。「都市
観光」、「町並み散策」、「動物園・水族館」、「世界遺産巡り」について特に関心が高まっていま
すが、中でも「町並み散策」については、観光地での滞在の仕方を工夫することで、観光客の満足
度を向上させる可能性があることの表れと考えられます。

希望する国内旅行の種類の比較（1998年・2015年）

0 10 20 30 40 50 60 70

環境にやさしい
ジオツーリズム

農業体験
アニメツーリズム

産業観光
産業遺産観光

武将観光
ホテルステイ
ロングステイ
世界遺産巡り
エコツアー
クルーズ
ゴルフ

地域工芸体験
スポーツ観戦

釣り
秘境ツアー

マリンスポーツ
オートキャンプ
祭・イベント
花の名所めぐり
自然現象鑑賞
動物園・水族館

芸術鑑賞
海水浴

登山・山歩き
リゾートホテル

町並み散策
都市観光
スキー

ショッピング
和風旅館

高原リゾート
海浜リゾート
おしゃべり旅行
テーマパーク
歴史・文化観光

グルメ
自然観光
温泉旅行

2015年1998年

（%）

資料：公益財団法人日本交通公社「旅行者動向」、「旅行年報」
注：希望する旅行の種類について全て選択
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（６）観光の行動は、団体から個人へと変化
 　国内旅行の同行者は、「学校・職場・地域の人」などの団体旅行が著しく減少しており、1996
（平成8）年には約2,000万人でしたが、2011（平成23）年には約850万人となっており、団体客
に依存していた観光地に大きな影響を与えたものと考えられます。「友人・知人・その他」につい
ても、1996（平成8）年には約2,800万人でしたが、2011（平成23）年には約1,800万人と大きく
減少しました。なお、旅行実施人数が最も多い家族旅行は横ばいで約3,500万人程度を維持して
います。

国内旅行の同行者タイプ別行動者数の推移

家族 学校・職場・地域の人
友人・知人・その他 一人

（千人）

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

2011200620011996

資料：総務省「社会生活基本調査」
注：総務省「社会生活基本調査」の国内観光旅行において、各同行者タイプでの旅行を実施した行動者数。2001年以降「友人・知人・そ

の他の人」という区分となるため、経年比較のため、その他の人も含めて集計を行った。いずれも、10歳以上人口のものである。
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（７）旅行行動者率は低下傾向にあるものの、20～30代女性が高いことは変わらず
 　性別・年代別の国内観光旅行行動者率は、1991（平成3）年と比べて、2011（平成23）年には
どの性別・年代でも低下傾向にあります。家計の消費支出に対する旅行費の割合はほぼ横ばいで
すが、通信費は大きく上昇しており、消費行動を選択する際に相対的に旅行の優先度が低下して
いることなどが考えられます。ただし、20～30代の女性では、1991（平成3）年と同様に2011（平
成23）年においても、他の年代と比べて国内観光旅行行動者率が高くなっています。

性別・年代別の国内観光旅行行動者率（2011年）

資料：総務省「平成23年社会生活基本調査」
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（要点）
* 塩竈市を2017（平成29）年に訪れた観光客は、219万人と推計されます。
* 塩竈市を訪れた観光客は、鹽竈神社と遊覧船乗降人員の合計でみると、2010（平成22）年の
140万人から、2017（平成29）年の131万人へと推移し、7年間で9万人減少と微減傾向にあり
ます。
* 施設別に観光客数をみると、2017（平成29）年では、鹽竈神社の参拝客1,062,400人と、マリ
ンゲート塩釜の入場者数869,300人で観光客数の約88％を占めています。
* マリンゲート塩釜の月別状況を見ると、7月が12.1%と最も多く、次いで8月が10.1%、10月が
10.0%とやや平準化しているなど、全体としてピークがないことがわかります。
* 宿泊者数は2017（平成29）年で53,423人と観光入込客と比べ少なく、月別利用状況も平準化
していることから、ビジネス利用者が多く、観光客の利用者は少ないと予想されます。
* 塩釜水産物仲卸市場では2010（平成22）年にマイ海鮮丼を開始して以降、2017（平成29）年
には利用者数を72,698人集めることに成功しました。
* 塩竈みなと祭の100,000人、ゆめ博の112,106人など、イベントで集客を図っています。

塩竈市の観光の現状
塩竈市の観光の現状を整理します。

5
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 　こうした中、持続可能な水産業への取り組みや、水産加工業における消費者ニーズを踏ま
えた付加価値の高い商品開発、グローバル化への対応などが課題となります。港湾に関して
も細分化された機能の一体的な利用、仙台港区との役割分担などを着実に実現していくこと
が求められています。また、今後のまちづくりにおいては交流人口の拡大が重要な視点となり
ます。本市が誇る数多くの資源を交流、観光という立場から再編成していくことが、新しい 
「塩竈」の産業の姿を切り開くことにつながるものと考えられます。

○まちづくり
　これからのまちづくりでは、塩竈市ならではの歴史や文化、食をはじめとする産業などの地域
資源や狭あいな市域に集積された、交通体系、医療体制、都市基盤などを最大限に活用するこ
とが大切です。
　交流が深まり、都市間競争の強まる中、“他にはまねのできない魅力にあふれ、コンパクトで
利便性の高いまち塩竈”は、このような地域資源、都市基盤などを生かすことによって、はじめ
てつくり上げることができると考えられます。

（１）塩竈市の現状
○人口
　1920（大正9）年に実施された第１回国勢調査人口が 13,139人であった塩竈市の人口は、
港湾、漁港の整備に伴って急激に増加し、1965（昭和40）年には 58,363人と4.4倍にふくれ
あがりました。1965（昭和40）年以降は、市の北西部地区を中心に大型団地の造成が進めら
れ、1995（平成７）年には 63,566人と人口は増加傾向にありました。
　しかし、長引く経済不況などの影響を受け、2000（平成12）年には人口が減少に転じまし
た。2015（平成27）年国勢調査でも総人口54,187人と前回調査より、2,303人（4.1%）の減少
となり、少子高齢化の傾向にあります。

○交通アクセス
　JR仙石線 仙台駅より本塩釜駅まで普通列車で約28分、JR東北本線仙台駅より塩釜駅まで
普通列車で約16分と鉄道の便がよい場所に立地しています。自動車では仙台市内から国道45
号線塩竈、松島、石巻方面に進み約40分で到着します。また、三陸自動車道を塩竈方面へ進
み利府中I.C、利府塩釜I.Cで降りると、仙台市内から約15分、仙台空港から約30分で到着し
ます。

○産業
　塩竈市の基幹産業である水産業、水産加工業は、資源の減少や輸入原魚の価格高騰、消費
者の低価格志向などに伴い、厳しい業況が続いています。港湾においても関連企業の再編が
進み、塩釜港区の取扱貨物量は大幅に減少しています。
　商業に関しては、深刻な人手不足や後継者難、個人消費の低迷など、多くの要因により事業
経営が困難なものとなっています。
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②観光客数の推移

　本市を訪れた観光客数は、2010（平成22）年の232万人から、2017（平成29）年の219万
人へと推移し、7年間で13万人減少しています。

（２）観光の動向
①観光客数

〈塩竈市の観光客数の試算／ 2017（平成 29）年〉
※観光統計に含める人数を〇で示す

分野 施設名称
（人）

鹽竈神社
マリンゲート塩釜入場者数
遊覧船乗降人数（2社）
市営汽船乗降人数（観光客のみ）
海水浴場入込客数
塩釜水産物仲卸市場
塩竈市魚市場
塩竈みなと祭人出数
ゆめ博イベント

2017（H29） 観光統計
1,062,400
869,300
249,281
55,537
2,257

127,490
28,564
100,000
112,106

〇
〇

〇
〇
〇
〇

観光施設

遊覧船等

海水浴場

水産市場

イベント

鹽竈神社

鹽竈神社

マリンゲート塩釜
入場者数

マリンゲート
塩釜
入場者数

塩釜水産物
仲卸市場

塩釜水産物
仲卸市場

塩竈市魚市場

塩竈市魚市場

塩竈みなと祭
人出数

塩竈みなと祭
人出数

海水浴場
入込客数

海水浴場
入込客数

合計

合計

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000 2,500,000

2010
（H22）

201７
（H2９）

2,323,216

2,190,011

2,323,216

7,387

2,257

144,000

100,000

2,090

28,564

33,939

127,490

1,190,800

869,300

945,000

1,062,400

（人）
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③鹽竈神社の月別参拝客数（2017（平成29）年）

　鹽竈神社を参拝する客の数は、1月が592,300人（55.8%）と最も多く、次いで4月が
68,100人（6.4%）となっており、約半数の客が正月に集中しています。

参拝客数（人）

月別比率（％）

592,300

56%

41,700

4%

28,900

3%

68,100

6%

58,100

5%

30,300

3%

38,900

4%

33,000

3%

35,800

3%

50,100

5%

51,400

5%

33,800

3%

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%（人）
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500,000

450,000

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
その他の
コース 合計

2010（H22）

201７（H2９）

差

130,141

52,496

-77,645

116,567

65,454

-51,113

211,529

131,331

-80,198

458,237

249,281

-208,956

（人）

④塩竈～松島遊覧船の乗降人数

⑤塩竈市営汽船乗降人数

⑥海水浴場入込客数

　「塩竈～松島」、「松島～塩竈」、「その他のコース」の3コースを合計した乗降人数は、
2010（平成22）年の458,237人から、2017（平成29）年の249,281人へ、208,956人
（45,6%）減少しています。
　コース別にみると、塩竈～松島コースは2010（平成22）年から2017（平成29）年までに
77,645人減少し、松島～塩竈コースは同期間に51,113人減少し、その他のコースは同期間
に80,198人減少しました。

　塩竈市営汽船の乗降人数は2010（平成22）年の120,387人から、2017（平成29）年の
110,719人へ、8.0％減少しています。うち、観光客数は、50,085人から55,537人へ10.9%増
加しました。
　2017（平成29）年の月別状況観光客数をみると、8月が20.4%、7月が13.0%と夏季の利
用が多くなっています。

　海水浴場の入込客数は、2010（平成22）年の7,387人から、2017（平成29）年の2,257人
へ減少しました。
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5,000

6,000 10.0%

5.0%

0.0%

3,000

4,000

1,000

0

2,000

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

宿泊人員（人） 月別比率（％）

（人）

⑦宿泊者数

　浦戸地区には6件、27客室、97人収容できる民宿・ペンションがあります。宿泊者数は
2010（平成22）年の1,473人から、2017（平成29）年の1,261人へ14.4％減少しました。宿
泊者及び利用者数は宮城県内が57.9%と多く、関東地方が29.5%、東北地方(県外)が9.1％
です。

　塩竈市には、3施設、162室、250人収容できる旅館などの宿泊施設があります。宿泊者
数は2010（平成22）年の48,972人から2017（平成29）年の52,162人へ6.5％増加していま
す。
　宿泊者数を地域別にみると、関東地方が29.0%と最も多く、宮城県内が16.2%、東北地
方(県外)が16.3%です。
　政府登録旅館ホテルの宿泊状況を月別にみると、年間を通じて平均化しており、最も多い
8月で9.9%です。そのため利用者はビジネス客が中心と考えられます。

施設名称

浦戸民宿・ペンション

政府登録旅館ホテル

旅館

保養所

合計

（人）

2017（H29）

1,261

51,478

ー

684

53,423
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〈宿泊者数／ 2017（平成 29）年〉

〈政府登録旅館ホテルの宿泊状況／ 2017（平成 29）年〉
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140,000 3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0
2016
（H28）

2017
（H29）

2014
（H26）

2015
（H27）

2012
（H24）

2013
（H25）

2010
（H22）

2011
（H23）

2009
（H21）

2007
（H19）

2008
（H20）

77,571
72,698

入場者数

団体件数

バス台数

うちマイ海鮮丼
利用者数

32,197

ー

971
805

32,728

ー

992
817

32,366

ー

943
742

33,939

ー

1,081
847

20,057

ー

635
500

32,785

ー

1,049
845

29,907

ー

2,914
1,200

27,659

ー

2,580
1,100

27,116

ー

2,445
1,044

101,026

77,571

1,123
1,011

127,490

72,698

761
882

（人） （件・台）

⑧塩釜水産物仲卸市場の利用者数

　塩釜水産物仲卸市場の入場者数は、2010（平成22）年の33,939人から、2017（平成29）
年の127,490人へ93,551人（275.6％）増加しました。これは2016（平成28）年のカウントか
ら、これまでの実績を分析したうえでマイ海鮮丼利用者数を加算したことが大きく影響して
います。2017（平成29）年の団体件数は761件、バス台数は882台でした。
　地域別に団体バス入場者をみると東北地方(県外)が64.6%と最も多く、次いで関東地方
が22.4%で宮城県内は8.5％と少ない状況です。
　月別にみると、10月が32.4%と最も多く、12月が8.6％、11月が7.7%でした。
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※2016（平成28）年入場者数よりマイ海鮮丼利用者数を含む

〈塩釜水産物仲卸市場入場者数〉
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東北地方
（県外）
64.4%

宮城県
8.5%

関東地方
（県外）
22.4%

北海道
0.2%

九州・沖縄地方
0.０%

中国･四国
地方
0.４%

外国人
0.０%

不明
0.1%

近畿地方
1.3%

北陸・中部
地方
2.7%
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25,000

30,000
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45,000

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
入場者数

団体件数

バス台数

うちマイ海鮮丼
利用者数

6,984

3,505

84
123

5,474

3,631

60
70

6,483

5,455

33
39

5,995

4,629

39
49

8,255

7,664

25
28

7,038

4,915

81
85

8,066

6,238

62
70

9,311

8,760

24
26

7,641

5,969

58
64

41,367

6,812

93
103

9,880

7,180

103
115

10,996

7,940

99
110

（人） （件・台）
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※団体件数、バス台数のみの比率

〈地域別入場者数比率／2017（平成29）年〉

〈月別状況／2017（平成29）年〉
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⑨塩竈市魚市場

⑩塩竈みなと祭

　塩竈市魚市場の見学者数は、2010（平成22）年が2,090人、その後、建て替え時期をはさ
み、2017（平成29）年10月に新規オープンしました。

　塩竈みなと祭の人出は2010（平成22）年の144,000人から2017（平成29）年の100,000
人へ減少しました。
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⑪マリンゲート塩釜

　マリンゲート塩釜の入場者数は、2010（平成22）年の1,190,800人から2017（平成29）
年の869,300人へ減少しています。月別状況を見ると、7月が12.1%と最も多く、ついで8月が
10.1%、10月が10.0%とやや平準化しています。
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728
87.7%
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集
計
不
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128.7%

86.5% 90.6%
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87.7%

（人）

⑫塩竈市観光案内所

　塩竈市の観光案内所の利用者は2010（平成22）年の19,064人から、東日本大震災の影
響により場所を移転するなどの影響で年間利用者数が約11,000人程度に落ち込みましたが、
2017（平成29）年5月からJR本塩釜駅内での休日仮設案内所や11月の仮移転により、2017
（平成29）年は16,530人となり、2010（平成22）年の利用者数へ戻りつつあります。
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※2011（平成23）年は、東日本大震災により閉鎖したので、未集計です。

〈塩竈市観光案内所利用者数の推移〉
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⑬ゆめ博イベント

　ゆめ博の入込数は2015（平成27）年が106,877人、2016（平成28）年が106,913人、
2017（平成29）年が115,609人と微増しました。2017（平成29）年の入込数の内訳をみる
と、どっと祭が32,000人と最も多く、塩竈の醍醐味が24,100人、新魚市場開放まつりが
15,000人でした。

地域連携復興市ゆめ博・絆広場
どっと祭
第二管区海上保安本部巡視船公開など
しおがまさま神々の月灯り
塩竈の醍醐味
新魚市場開放まつり
その他のイベント
                                            合計

2015（H27）  2016（H28） 2017（H29）

ー
32,000
8,867
9,500
24,100
15,000
22,639

112,106

3,000
40,000
9,180
6,000
18,900

ー
29,833

106,913

3,000
48,000
2,000
10,000
14,400

ー
29,477

106,877

イベント名称

どっと祭り
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〈ゆめ博イベント入込数の推移〉 （人）

※絆広場は、2017（平成29）年度は新魚市場開放まつりと同時に行われました。
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（１）調査方法
　● 調査時期：2017（平成29）年9月～2018（平成30）年1月
　● 調査方法：観光地点での聞き取り方式のアンケートに、宿泊施設での手渡しを組み合わせて
　　               実施しました。
　　 調査対象：観光客 計959人（9月406人、11月372人、1月120人、宿泊施設61人）
　● 調査地点：調査地点は以下の市内5地点で実施。1月調査は鹽竈神社のみ。
　　　　　　　① マリンゲート塩釜　　　　② 鹽竈神社          ③ 塩釜水産物仲卸市場　　 
                     ④ JR本塩釜駅　                ⑤ 本町通り（御釜神社付近）

 (3) 調査結果のポイント
・塩竈市の観光客の約半数が県内、残り半数が県外からの訪問となっており、仙台からの日帰り客
や東京・千葉・神奈川・埼玉からの宿泊客など、さまざまなスタイルの旅行者が混在しています。
・仙台市を中心とした近隣からの観光客は塩竈市内での周遊地点数が少なく、鹽竈神社や塩釜水
産物仲卸市場などの主要拠点を訪問した後、仙台港のアウトレットなどで買い物をして帰るといっ
た行動がみられます。
・東京など遠方からの観光客は、仙台に宿泊し、塩竈→松島方面を1日で回るパターンや、塩竈を経
由して松島に宿泊するパターンがみられます。
・現状、塩竈の経済規模に比べて観光消費が占める割合は4.5%と、それほど大きな割合ではあり
ません。
・1人あたりの消費額は5,000円を下回っており、宿泊費が少ないことに加え、近隣からの日帰り客
の消費が少ないことが、全体平均を下げています。
・「寿司や海鮮丼」は観光消費額の2割を支えている主要な観光資源で満足度も高くなっています。
・物販では「海産物」が購入率・客単価ともに高いですが、周遊時の持ち運びを考慮すると、「水産
加工品」の品揃え強化も要検討です。
・「酒・菓子類」は、客単価は高いものの購入者が少なく、販売拠点を充実させるなど、観光客との
接点や販売機会を創出・増加させることが必要であると思われます。

（２）実施時期・回収数

観光客アンケート調査
　塩竈市内の5か所で来訪者959人にアンケート調査を実施しました。

実施月
9月
11月
1月

宿泊施設

                         　実施日　　　　　　
22日(金)、23日(土祝)　8:00～16:00
19日(日)、20日(月)　8:00～16:00
2日(火)　9:30～16:00
10月～11月　市内宿泊施設にて配布・改修
合　計　　　　　 　　　　　　　　　　　

回収数
406
372
120
61
959

6
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不明

① 入込客数の推計
・宮城県に観光入込客数として報告している数値は、鹽竈神社・マリンゲート塩釜・塩釜水産物
仲卸市場・魚市場・みなと祭・海水浴場を合算した「2,190,011人」です。
　※「塩竈市観光統計」（2017（平成29）年1月～12月）
・上記の数字は延べ人数。重複を勘案して1人あたりの平均周遊地点数1.46ヶ所で割った入込
客数（交流人口）は「150万人」となります

②観光客の属性
・観光客の日帰り・宿泊の比率は以下の通りです。
・塩竈以外の宿泊地は仙台43.2%、松島22.7%、秋保8.0%と仙台が多くなっています。

<塩竈市>

<塩竈市>

<参考：宮城県全体>

<参考：宮城県全体>

日帰り　　56.2%　旅行行程自体が日帰り
市内宿泊　11.4%　塩竈市内の宿泊施設に宿泊あり
市外宿泊　31.6%　宿泊旅行だが、塩竈市内には宿泊していない
宿泊地不明　0.8%

宮城県全体
（平成 28年 観光統計概要／宮城県　P6観光地点）

宮城県全体の誘客範囲　観光地点全体
（平成 24年 観光動態調査報告書／宮城県 P27）

・観光客の居住地は以下の通り。仙台市からの観光客が全体の 1/4 を占めています。
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・年代は20代から60代までほぼ同じくらいの割合ですが、日帰り・県内客は20～30代が多く、
宿泊・県外客は50～60代がやや多めの傾向がみられます。
・旅行人数は「2人」が44.0%と最も多くなっています。
・以前来たことのある人の割合は全体の61.6%。県内客では75.5%、県外客では45.5%と差が
大きく、県外客の半数以上は塩竈に来たのは初めてと回答しています。
・塩竈への訪問回数別では、おおよそ、0回が4割、2～10回が4割、11回以上が2割という分布
になっています。

③観光行動
・1人あたりの平均周遊地点数は1.46カ所です。
・志波彦神社・鹽竈神社の訪問が最も多く、56.0%の観光客が訪問しています。
・志波彦神社・鹽竈神社、塩釜水産物仲卸市場、マリンゲート塩釜の3拠点のうち、2地点以上
周遊する人は15.4％となっています。

（平成 24年 観光動態調査報告書／宮城県　P43）

<塩竈市> <参考：宮城県全体>

1.46カ所 1.3カ所

※市内での立ち寄り先数を集計
※調査地点以外に立ち寄り先がない場合は1カ所として集計

※別の場所(県内・県外問わず)に立ち寄ると回答した人の
　立ち寄り先数を集計

④交通手段
・県外居住者の宮城県までの交通手段は公共交通機関が2/3、自家用車が1/3となっています
（新幹線37.6%、自家用車32.4%、在来線12.1%、飛行機11.6%）。
・塩竈市までの県内の移動手段では、県内居住者の7割が自家用車を利用していることが影響
し、自家用車が53.2%と半数以上を占めています。
・JR利用は32.0%で、そのうち75.6%は仙台駅から乗車、80.5%が仙石線の本塩釜駅で降車し
ています。

（平成 24年 観光動態調査報告書／宮城県　宮城県全体の観光地点までの交通手段　P30）
※参考の宮城県全体の数値は、県内外の観光客から調査しています。

交通手段
新幹線
在来線
飛行機
自家用車

<塩竈市>
37.6%
12.1%
11.6%
32.4%

※県外居住者の宮城県までの交通手段

<参考：宮城県全体>
10.6%
6.2%
2.9%
79.0%
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⑤塩竈市訪問前後の立ち寄り
・塩竈に来る前に他地点に立ち寄ってきた人は35.2%で、塩竈の後に立ち寄り予定がある人は
31.5%でした。
・塩竈に来る前は松島よりも仙台へ訪れる方が多く、塩竈に来た後では仙台よりも松島へ訪れる
方が多いことから、仙台→塩竈→松島のルートの方がやや多い様子が伺えます。

⑥動機・きっかけ
・日帰り客の6割は「家族や友人との話題に出たから」が占めており、特定の情報に接触して思い
立ったのではなく、なんとなく足を運んだといった人が多くなっています。
・なお、市外に宿泊した人では18%が「インターネットのニュースサイトで紹介されていたから」と
回答していることから、話題作りや発信などが重要であることが分かります。

⑦意見・要望
・塩竈に来た感想では、「魚・食べ物がおいしい」といったコメントが多く、海産物への満足度は
高いです。
・不満や改善要望では、駐車場や道路に関する意見が多くなっています。駐車場が少ない、道路
が狭いといったハード面に加え、案内や標識が分かりにくいといった意見も目立ちます。
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⑧観光消費
・観光消費額のうち、市内での消費額は1人あたり4,924円です。
・市内宿泊の有無による差が大きくなっています。

・1人当たりの市内観光消費額4,924円の内訳と平均単価、割合は以下の通りです。
・お土産代と飲食費が占める割合が大きくなっています。

（平成 24年 観光動態調査報告書／宮城県　日帰り客、宿泊客の県内外客別平均県内消費額　P163-164）

（平成 24年 観光動態調査報告書／１人当たりの旅行費用：観光地点全体　P19-22）
※「宮城県に宿泊する」と回答した人の、県内の宿泊費

日帰り

宿泊

全体平均

<塩竈市> <宮城県全体>

日帰・県内客     4.5千円
日帰・県外客　10.0千円

宿泊・県内客　26.1千円
　宿泊・県外客　36.3千円

宿泊・県内客　  3.4千円
　宿泊・県外客　  4.5千円

   日帰・県内客　  3.6千円
　日帰・県外客　  5.2千円

宿泊・県内客　  5.1千円
　宿泊・県外客　11.9千円

4,924円 ー

ー ー市内宿泊
なし

市内宿泊
あり

旅行費用の総額（全体）　　
宿泊費

（宿泊者ベースで集計）

交通費
施設利用費
飲食費
お土産
その他

旅行費用総額

<塩竈市> <宮城県全体>
19,394円
5,164円

（全体ベースでは587円）

159円
1,030円
1,388円
1,737円
23円
4,924円

23,526円
19,109円※

4,021円
1,577円
3,665円
5,093円
7,828円
18,212円

市
内
／
県
内

宿泊費

交通費

施設利用料

飲食費

お土産

パック

その他

　　　合計

587円

159円

1,030円

1,388円

1,737円

0円

23円

4,924円

（11.9％）

（3.2％）

（20.9％）

（28.2％）

（35.3％）

（0.0％）

（0.5％）

（100.0％）
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消費額
73.9 億円

⑨市内の観光消費額の推計
・年間の市内観光消費額（総額）73.9億円。内訳は、宿泊費8.8億円（11.9%）、交通費2.4
億円（3.2%）、入場料等15.4億円（20.9%）、飲食20.8億円（28.2%）、お土産26.1億円
（35.3%）、その他0.4億円（0.5%）
寿司、海鮮丼、水産物、水産加工品の合計で35.3億円（47.8%）を占めています。

・観光消費額73.9億円は、塩竈市の市内総生産 1,609億円（2014（平成26）年度）の4.6%に相当します。
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市内関係者の評価
　現状の塩竈の観光の実態、今後の塩竈の観光（ご意見・潜在資源など）について市内の観光関
係者16人にヒアリング調査を実施しました。
　その結果以下のような要点について抽出することができました。

○コンテンツ・テーマ
・しおがまさま(物語、末社を含めたネットワーク)
・歴史・物語（しおがまさま、塩づくり、昔話）
・歴史的建造物
・塩（藻塩）・地酒
○ターゲット
・女子旅
・仙台近郊、気軽な訪問
・インバウンド
○課題
・松島との連携・華やかさ（ひな人形、アート、人力車）・土日のにぎわい（営業店、お休み処）
・モビリティ(駐車場、レンタサイクル、仙石線 )
・動線（鹽竈神社～門前町、門前町～港エリア、鹽竈神社～塩釜水産物仲卸市場）
・市民の誇り・意識（おもてなし、商店の接遇）
・チャレンジ精神 (保守的な風土、リーダー不在 )
・PR不足

＜観光拠点施設＞
●現状の塩竈の観光の実態
・日常的な美術鑑賞と市民交流の場として利用され、建築の技術的な関心が高い見学者が増え
ている。
・神社の参拝者は、塩竈以外からが7、８割である。学校の修学旅行の団体は見られなくなっ
た。
・年間の来場者は約100万人、一般客が7割である。マイ海鮮丼を目当てにお客さんが集まってい
る。学校の体験学習の場にもなっている。

●今後の塩竈の観光（ご意見・潜在資源など）
・公民館を「まちのランドマーク」、「文化発信拠点」として位置づけたい。　
・新しいものを作るリーダー、若い人に期待したい。市民の意識改革、底上げが大切だ。
・門前町エリアと港エリアをつなぐ、現実的な計画が必要だ。

業種

①観光拠点施設　②製造販売業　③観光関連団体　④観光事業者等　⑤その他

〈市内ヒアリング先〉

7
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＜製造販売業＞
　●現状の塩竈の観光の実態
・年間の来店者数は100件ほどで、半分以上は関東の観光客で、仙台市を含めて県内客が少な
い。
・塩竈を観光地と意識して見たことはない。仙台から日常的に来られる観光をつくる。
・まず鹽竈神社に行き、それからまち歩きという流れだ。案内すると建築物巡り、歴史巡りをする
人もいる。
・食べ歩きできるところが不足、日曜が閉まっていることももったいない。
・「藻塩」商品が中心で、ほかに、だし昆布、塩昆布など塩商品や塩を使った羊かん、チョコレー
ト、飴などがあり、これらは震災前10年前頃から販売している。

　●今後の塩竈の観光（ご意見・潜在資源など）
・小さなエリアで歩くことが楽しくなる場所にしたい。
・観光地でなくていい、まちのレベルを上げる、意識を上げることが優先だ。
・鹽竈神社中心に数ある末社や、各地の昔話などが資産である。アートのまちで人を引き寄せる
のもあり。
・松島・日本三景との連携が重要だ。塩竈のことは「物語」を伝えないと理解されない。
・塩を売っているのではなく塩作りを通じて塩竈の物語を伝えたい。歴史、文化を語る財産はた
くさん残っている。掘り起しよりも、どう結びつけるかだ。

＜観光関連団体＞
　●現状の塩竈の観光の実態
・テーマは絞った方が人気。抽象的なテーマでは人が集まらない。
・島めぐりは２島（桂島、野々島）ツアーが一般的。
・まちなかに観光客をとどめる能力が少ない。
・マグロ（三陸塩竈ひがしもの）と寿司は市民にも自慢してもらいたい。

　●今後の塩竈の観光（ご意見・潜在資源など）
・土日のにぎわいづくりを考えるべき。レンタサイクルの復活を期待する。
・松島に来る宿泊客向け体験教室やアクティビティづくり・島の強みを生かした教育の場が必要。
・観光スポットをつなげる接客台本“お店の口上”づくりが必要。
・藻塩焼神事は知られていない。塩の物語を聞けばお寿司の味も一味違うものになる。

＜観光事業者等＞
　●現状の塩竈の観光の実態
・松島を周遊のみで、塩竈に来ない観光客が多くなった。インバウンドは松島が中心となっている。
・ホテル利用者は関東中心で、客層が観光かどうかは把握できない。

　●今後の塩竈の観光（ご意見・潜在資源など）
・5,000円以内で、一日遊べる浦戸諸島ツアーが人気である。
・国内だけでは厳しく、訪日外国人旅行者に頼らざるを得ない。６市３町などの広域連携で滞在で
きる仕掛けが必要だ。
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浦戸の漁師が使う小型の船「だんべっこ船」で、観光船では見ることができない浦戸のウラ側を見学

浦戸諸島の朝焼け

＜その他＞
　●現状の塩竈の観光の実態
・塩竈～松島の乗船の流れが減少し、マリンゲート塩釜の利用客、お土産品は伸び悩んでいる。
・危機感もあるが進む道は観光しかない。浦戸には隠れた史実、面白い昔話が結構ある。

　●今後の塩竈の観光（ご意見・潜在資源など）
・塩竈の拠点をつなぐシャトルバスや船などの具体策が急務である。
・住みたい人を住まわせる対策も講じてもらいたい。穏やかな海、キレイな浜辺で長期滞在でき
る島にしたい。
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 市外の旅行会社やマスコミに塩竈市の観光についてヒアリング調査を実施しました。

①大手旅行会社東北支社
●東北と県内エリアの旅行事業について
　・宿泊ニーズは個人にシフト。個性的なハイグレードな施設に関心が高い。
●松島湾エリアと塩竈観光について
　・塩竈を含む県沿岸エリアは関心が高い。
●今後の塩竈観光について
　・港町、信仰の町の立ち位置は強み。塩竈は“聖地巡盃”が発揮できるところ。

②仙台市内・旅行会社
●東北、宮城県の観光について
　・自社事業としてインバウンド対応も視野に入れた貸別荘事業もスタート。
●松島湾エリアと塩竈観光
　・ツアーに組み込みたい目玉が少ない塩竈。団体宿泊先が少ないため結局は松島に泊まる。
●今後の塩竈観光
　・塩竈の魅力が知らされていない。通年型で楽しめる場所があると人の流れも変わる。

③仙台市内・バスツアー会社
●東北と宮城県内の観光について
　・お客さんは主に年配女性。他にはないバスツアーを探している人も多い。
●松島湾エリアと塩竈観光について
　・2017（平成29）年秋の初企画、浦戸ツアーは大人気だった。
●今後の塩竈観光の全般について
　・浦戸ツアーは再企画したい。仙台の人でも知らないことがいっぱいありそうだ。

④仙台市内・出版旅行会社
●県内、松島湾エリアの旅行事業について
　・県内市町村と協働の地元ツアーを企画したい（浦戸ツアーは理想的な企画）。
●松島湾エリアと塩竈市の観光について
　・鹽竈神社と松島セットの食ツアーは毎月実施している。
●今後の塩竈市観光について
　・名物の人がいる所を掘り起こしたい、人がいるとツアーも組める。

〈市外ヒアリング先〉

業種

①大手旅行会社東北支社　　②仙台市内・旅行会社　③仙台市内・バスツアー会社
④仙台市内・出版旅行会社　⑤大学地域創生学部

旅行会社・学識経験者の評価8
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塩竈市営汽船

⑤大学地域創生学部
●浦戸諸島での地域実習
　・一次産業（牡蠣、海苔）はすごく面白いコンテンツ。
●松島湾、塩竈本土、浦戸諸島の状況
　・松島と仙台の間に浦戸諸島をどう組み込むかが課題。
　・昔からの島民の家事仕事である松葉かきが松を育てた。
●浦戸諸島の観光について
　・島の人はシニア層の観光客よりも、孫や息子世代との出会いを求めている。
●浦戸諸島の産業、観光のポテンシャル
　・観光産業につながる教育、人材育成の場になる可能性（研修やセラピーなどの可能性も）。
●塩竈市の観光振興について
　・観光振興ビジョン実現のプロセスで、いろいろな具体像が示され、動くビジョンになるこ
　　とを期待。

　市内事業者および市外観光事業者のヒアリングから、塩竈市の地域資源を整理しました。

別紙1・表　
　門前町エリア（市内事業者ヒアリング調査調査結果から出てきた地域資源）
別紙2・表　
　塩釜港・水産市場エリア（市内事業者ヒアリング調査調査結果から出てきた地域資源）
別紙3・表　
　浦戸諸島エリア（市内事業者ヒアリング調査調査結果から出てきた地域資源）
別紙4・表　
　塩竈市共通（浦戸諸島を除く）（市内事業者ヒアリング調査調査結果から出てきた地域資源）
別紙5・表　
　市外旅行事業者ヒアリング調査調査結果から出てきた地域資源

地域資源の整理9
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　市民が参加したワークショップで、地域資源を活用した観光メニューのアイデアを整理しました。

　4回のワークショップ及びソフト部会での成果を踏まえて、「鹽竈神社と門前町」「ベイエリア～
マリンゲート塩釜～松島」「市場」「浦戸諸島」の４つのエリアで、アクションプランにつながる具体
的に取り組みたい活動を整理しました。

第1回

第2回

第3回

第4回

ソフト部会

ワークショップ

2017（平成29）年11月7日（火）18:30～20:30　
 テーマ　①塩竈の魅力について　　②20年後の塩竈の姿　　③いますべきこと

2017（平成29）年12月14日（木）18:00～21:00
 テーマ　みらい新聞づくり

2017（平成29）年11月27日（月）18:30～20:30
 テーマ　①前回の振り返りと不足キーワードの付け出し　　
               ②未来新聞の見出しづくり（キャッチフレーズ）

2018（平成30）年1月8日（月祝）18:00～20:30
 テーマ　「鹽竈神社と門前町」「ベイエリア～マリンゲート塩釜～松島」「市場」「浦戸諸島」
               のエリアで、具体的に取り組みたいこと

2018（平成30）年2月10日（土）17:00～20:00
 テーマ　門前町の企画をまとめて、シンポジウムの資料（案）を作る

鹽竈神社と門前町

ベイエリア～
マリンゲート塩釜～

松島

取り組みたいこと対象エリア

・門前町のブランディング(風情づくり)
・娯楽性のある門前まちあるきガイドの育成
・門前町のイベント開催
・門前町の新商品・サービスの開発
・観光案内所のインバウンド対応
・日本遺産「政宗が育んだ“伊達”な文化」の魅力発信

・マリンゲート塩釜と魚市場を結ぶシャトル船の運航
・マリンゲート塩釜内に団体客対応できる大型レストランの設置
・マリンゲート塩釜内に地産地消のフードコートの設置

市場

・魚市場テラスの一般開放と利活用
・塩釜水産物仲卸市場における市場食堂(横丁)の整備
・塩釜水産物仲卸市場のキッチンスタジオを活用した体験プログラムの充実
・展示スペースの活用

浦戸諸島
・遊休施設を活用した交流施設づくり
・地元の事業推進組織づくり

地域資源の磨き上げ（ワークショップ）10
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　これまでの整理と分析を通じて、塩竈市観光の課題と方向性を整理しました。

（１）観光客のターゲットを明確にする
　塩竈市を訪れる観光客を仙台市内、宮城県内、東北、首都圏、全国、海外などに分類して、塩
竈市の観光資源に適したターゲットに絞り込んで、観光マーケティングの実効性を高めていく必要
があります。

（２）鹽竈神社と門前町のまちなか回遊性の向上
　鹽竈神社が塩竈市の観光のシンボルであり、集客の拠点であることから、鹽竈神社と門前町の
魅力向上と回遊性を高めていく必要があります。

（３）食の塩竈の発信
　塩竈市は水産業のまちとして食の魅力が高いことから、食の塩竈の発信を強化して集客力を高
めるとともに、観光消費を促進して、地域経済の活性化に結び付ける必要があります。

（４）塩竈ブランドの確立と発信
　塩竈のまちのイメージが、鹽竈神社、港町、千賀の浦、浦戸諸島、寿司のまちなど、多様性があ
り、イメージが分散している傾向がみられます。そのため、シティープロモーション活動の実効性
が高まりにくいことから、今後は、塩竈ブランドの名称、ロゴマーク、キャッチフレーズなどを統一
して集中的に発信して、塩竈の知名度と選好度の向上に取り組む必要があります。

（５）沿岸部の観光の広域連携
　塩竈市を訪れる観光客は、仙台市からアプローチすることが多く、松島町へ回遊することが分
かっています。また周辺の市町も観光振興に取り組んでいることから、宮城県が推進する松島湾
ダーランド推進計画や仙台・松島復興観光拠点都市圏形成促進計画と連携しながら広域での観
光振興における拠点としての塩竈市のポジショニング確立に取り組む必要があります。

（６）情報発信
　市外の旅行事業者から見ると塩竈市の観光情報の発信は少ないという評価が出ています。今
後は、さまざまなメディアを活用して情報発信に取り組む必要があります。

（7）宿泊場所確保の検討
　塩竈市には9件（内6件は浦戸地区の民宿・ペンション）の宿泊場所があり、収容人数は347人
と少なく、市外の旅行事業者からも団体宿泊先が少ないという評価が出ています。2018（平成
30）年6月には住宅宿泊事業法が施行されるなど新たな動きもあることから、今後は、宿泊場所
の確保に向けた検討を行う必要があります。

（8）アクセス・モビリティ（二次交通）
　塩竈市を訪れる観光客は仙台市から鉄道を使うことが分かっていることから、鉄道からの二次
交通の利便性を高めることで、市内の移動が容易になり、回遊性を図ることが期待されます。

（9）市民のおもてなしの向上
　観光客を受け入れて、もてなす仕組みを、行政や観光物産協会、観光関連事業者だけでなく、市
民や事業者と協働でつくり上げることが期待されます。

塩竈市観光の課題と対応の方向性11
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